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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

プロジェクト概要説明 報告内容1

報告者報告項目

グリーンネットワーク・システム技術研究開発プロジェクト

１．事業の位置づけ・必要性について

2．研究開発マネジメントについて ＮＥＤＯ

ＮＥＤＯ

3．研究開発成果について

4．実用化の見通しについて

ＰＬ

サブＰＬ

ＰＬ：プロジェクトリーダ

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開
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1．事業の位置づけ、必要性について
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

社会的背景 （グリーンＩＴへの期待） Ⅰ-2-13

経済産業省資料
ＩＴ機器システムの省エネ

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

高度ＩＴ社会の本格的な到来に伴い、動画像の送配信や各種ＩＴサービスが普及、浸透

社会で扱う情報量は２０２５年に約190倍 ＩＴ機器消費電力量が急増２０２５年に５倍

危機感の共有

Ⅰ-2-1社会的背景 （増大する情報、消費電力）4

社会で扱う情報量は２０２５年に約190倍
（情報爆発）

ＩＴ機器消費電力量が急増２０２５年に５倍
（エネルギー環境問題）
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

5 ITエネルギー需要予測

□ PCの普及率は86％に達し飽和。PC台数は増えない。PCのエネルギー効率は向上

□ クラウドコンピューティングの進展でデータセンター需要は増加

□ ネットワークトラフィックは年率40%で増加。

オンラインの高精細動画トラフィックが大半を占めるようになる。
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出典：グリーンIT推進協議会 調査分析報告書 2009

図 IT機器別エネルギー消費予測

(シナリオB- 普及率中、電力増加率中)
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

データセンタ電力消費の内訳 Ⅰ-2-16
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

技術的背景（必要とされる技術）

• 冷却効率の向上

☀空気を介さない 直接冷却（抜熱）

開発･必要とされる省エネ技術 → ＩＴ機器の効率的運用による省エネ技術
ファシリティの省エネ技術

Ⅰ-2-17

☀空気を介さない、直接冷却（抜熱）

☀バックプレーンを小さくして筐体内の風通しを良くする

• 電源効率の向上

☀直流化により交直変換を減らす、高い送電電圧、最適な冗長度運転

• データストレージの効率向上

☀重複データの記録を一つにまとめる

• 不要な機器は止める、アイドル状態は減らす

☀利用度に応じた、機器や情報の最適・動的配置

• 省エネ指標を活用する

☀データセンタのPUE(Power Usage Effectiveness)よりも実態を反映した指標開発

• ダイナミックな予測技術を利用する

☀トラフィック量や電力などの変化を予測するアーキテクチャ

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

事業の目的および意義

目的：
中期、長期(２０２５年）、超長期(２０５０年）を見据え、省エネルギー効果の高い

データセンタ・サーバ及びネットワーク・ルータの実用化促進を実現するための
基盤技術 要素技術の開発

目的：
中期、長期(２０２５年）、超長期(２０５０年）を見据え、省エネルギー効果の高い

データセンタ・サーバ及びネットワーク・ルータの実用化促進を実現するための
基盤技術 要素技術の開発

Ⅰ-2-28

意義：
◆社会的責任

地球温暖化問題の解決
環境負荷の低い情報インフラ実現
社会システム全体の効率化

◆企業価値（市場ニーズ）
高度化するＩＴ社会における企業のＩＴコスト削減

技術シーズ：

要素技術
光電気集積インターポーザー
高効率冷却技術
情報と電力ダイナミックフロー分析
直流電源システム
トラフィック観測・予測技術
電力可視化技術

基盤技術、要素技術の開発基盤技術、要素技術の開発

高度化するＩＴ社会における企業のＩＴコスト削減
電力消費の最適化によるサービスビジネスの創出
ＩＴ／ネットワーク機器市場の競争力強化に貢献
ＩＴサービス・プロダクト産業のグローバル競争力強化

◆技術価値（技術ニーズ）
グリーン化技術との融合（スマートコミュニティ）
省エネ課金システムを可能とする見える化技術
技術評価及びモデル策定（省エネ診断技術）

電力可視化技術
データ流量適応型性能制御技術

システム技術
熱設計・冷却システム技術
電源システム技術
建物システム技術
相互関連単体技術システム化
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

事業の位置付け－（政策上）

経済産業省 イノベーションプログラム「エネルギーイノベーションプログラム」の１テーマとして実施

新・国家エネルギー戦略
(2006 5）

エネルギー問題と環境問題の一体的解決によ
る持続可能な成長基盤を確立し世界最先端の
エネルギー需給構造を実現する。
中長期にわたるぶれない取り組み、世界を

Ⅰ-2-39

産業技術
政策

(省ｴﾈﾙｷﾞｰ)

(2006.5）

省エネルギー技術戦略
2007→2008→2009

リードする技術力によるブレークスルーや官民
一丸となった戦略的連携が求められている。

ネットワーク全体で効果を発揮する省エネ技術
を中心に、データセンタ、サーバ、ネットワーク
機器に対する中長期を見据えた革新的省エネ

省エネ型生活情報空間創生技術分野において
重点技術課題として、通信機器等そのものの省
エネ化と、大容量・高速通信を低消費電力で実
現のためのネットワーク関連技術への取り組み
が挙げられている。

総合科学技術会議（第７０回）
（平成１９年１０月）

プログラム エネルギーイノベーションプログラム

関係ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ 省エネルギー技術戦略マップ

機器に対する中長期を見据えた革新的省 ネ
ルギー技術の研究開発アプローチが期待されて
いる。イノベーションプログラム基本計画

の制定（平成２０年６月）

政策目標毎に設定された７つの「イノベーションプログラム」の下で、体系的に推進する研究開発プロジェクト

国が取り組むべき技術課題とイノベーションの道筋を明確化するため、産学官で協働するロードマッピング手法

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

事業の位置づけー（プログラム）

・
エ

わ
が

エ
ネ

エ

背景 目標

超燃焼システム技術

エネルギーイノベーションプログラム

省エネ化学技術
創成

Ⅰ-2-310
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要
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題

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
30
％

時空を超えたエネルギー利用技術

情報生活空間創成技術

先進交通社会確立技術

固体高分子型燃料
電池実用化戦略

超フレキシブル
ディスプレイ部材

技術

炭素繊維複合
材成型技術

創成

グリーンＩＴ
プロジェクト

開始時（平成20年3月)

平成20年6月

海
外
に
依
存
す
る

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
は

題
以
上
削
減

次世代省エネデバイス技術

一般、共通技術

グリーンＩＴ
プロジェクト

エネルギー利用
合理化技術戦略

次世代低消費
電力半導体基
板技術開発

「グリーンネットワーク・システム
技術研究開発プロジェクト

３０％以上のエネルギー消費効率を改善していくための
方策として、長期的視点に立った省エネルギー技術戦略
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

市場原理
・ＩＴの省エネ化は、費用対効果の立場から

必ずしも省エネ型ＩＴ機器の買い替えが自
発的に進むとは限らず、市場原理に任せて
おくと、進行しない可能性がある。

施策
･ ＩＴ情報がデータセンタやクラウドに集約・集

中する結果、情報管理とエネルギー管理におけ
るミッション・クリティカル性がより重要視さ
れる。

Ⅰ-１-1ＮＥＤＯが関与することの意義11

おくと、進行しな 可能性がある。

→ ＩＴ機器導入費（投資額）＞電力料金

・従って、優れた省エネ技術を開発しても
製品の国際競争力を失う可能性がある。

→ IT/NW機器の国際競争力が低下

れる。
→ 国の関与、企業間を跨ぐ取り組みが必要

Green Grid、ｸﾞﾘｰﾝIT推進協議会

・ 省エネ化や見える化への取り組みが民間活力を
引き出すビジネスとなるシステム作りが必要。

→ 省エネ化がコストダウンになるグリーン
イノベーションの推進

省エネ技術の開発や普及に時間を要する可能性大。国際産業競争力が疲弊化

活用：ＩＴリソースの集約化、大規模化

ＮＥＤＯの関与で民間主導による産業競争力の牽引を引き出す

活用：日本の省エネ運用技術

個別製品や技術とは異なり、インテグレートしたシステムやインフラ技術、製品

→ エネルギー政策･動向の先取、官民による技術開発、標準化

→ 予算の重点的配分やフレキシビリティが高い施策

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

12

2．研究開発マネジメントについて



グリーンＩＴﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（中間評価）分科会
資料６－１

7

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

事業目標と開発項目 （データセンタ側）

■研究開発項目

①エネルギー利用最適化データセンタ基盤技術の研究開発

ａ）サーバの最適構成とクラウド・コンピューティング環境
における進化する次世代アーキテクチャー検討

考え方

◆ コンピュータの世代交代の概念を取り入れる
→ 進化する・・・、 クラウド ・・・

◆ 対症療法と キ ク 開発 面から

Ⅱ-113

イ） ストレージシステム向け
省電力技術の開発

ア） 将来の進化を想定した低消費電力
アーキテクチャーの開発

における進化する次世代ア キテクチャ 検討

ウ） クラウド・コンピューティング
技術の開発

◆ 対症療法とアーキテクチャ開発の両面から
取り組む
→ 熱を直接取る、電気を使わない・・・
→ 電源を含む省エネ型アーキテクチャー

◆ 総合評価（ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾄする）を入れる
→ 複数モデル化による比較
→ 省エネ効果の検証

【ｻｰﾊﾞｱｰｷﾃｸﾁｬ】（＊）

【ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽﾃﾑ】

【ｸﾞﾘｰﾝｸﾗｳﾄﾞ】（＊）

データセンタの消費電力量を３０％以上削減
可能とする「 ネ ギ 利用の最適化 を実

ｂ）最適抜熱方式の検討とシステム構成の開発

ｄ）データセンタのモデル設計と総合評価

ｃ）データセンタの電源システムと最適直流化
技術の開発

平成20年度開始
平成21年度項目追加

６テーマ
７件実施
委託研究
(100%)

【電源】（＊）

【抜熱】

【ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀﾓﾃﾞﾙ】

可能とする「エネルギー利用の最適化」を実
現する基盤技術の確立

（＊）は平成21年度からの追加項目

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

事業目標と研究開発項目（ネットワーク側）

■研究開発項目

②革新的省エネルギーネットワーク・ルータ技術

の研究開発

考え方

◆ 幾何級数的に増加する情報量をトラフィックの性質を
含めて把握する

調査の実施 将来予測の取り入れ

Ⅱ-114

ａ）ＩＴ社会を遠望した、情報の流れと
情報量の調査研究

ｂ）情報のダイナミックフロー測定と
分析ツ ル及び省エネルギ 型

→ 調査の実施、将来予測の取り入れ
◆ リアルタイム測定・予測制御の概念を取り入れる

→ 処理量と電力消費の観測・分析・予測・制御
◆ 総合評価

→ 直近モデルと将来の姿から要求システムの
モデル設計と評価

【ﾄﾗﾌｨｯｸ調査】

【省エネﾙｰﾀ】 ネットワーク部分で３０％以上の革新的な省エネル
ギー化を可能とするネットワーク・ルータに関する

分析ツール及び省エネルギー型
ルータ技術の開発

ｃ）社会インフラとしてのネットワークの
モデル設計と総合評価

３テーマ
３件実施
委託研究
（100%）

【ﾈｯﾄﾜｰｸﾓﾃﾞﾙ】

要素技術の確立

平成20年度開始
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発目標（データセンタ側）

研究開発項目 中間目標（平成２２年度） 最終目標（平成２４年度）

サーバの最適構成とクラ
ウド・コンピューティング環
境における進化するアー
キテクチャの開発

・筐体内光接続技術、ストレージシステム省電

力技術、クラウド・コンピューティング技術を

開発して

・筐体内光接続技術、ストレージシステム省電力技

術、クラウド・コンピューティング技術をそれぞれ

インテグレーションして

Ⅱ-2-115

事業目標に対する研究開発目標

キテクチャの開発

【ｻｰﾊﾞｱｰｷﾃｸﾁｬ】

【ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽﾃﾑ】

【ｸﾞﾘｰﾝｸﾗｳﾄﾞ】

開発して、

→従来比５０％以上消費電力削減が見込める

サーバシステムの理論モデルによる検証

インテグレ ションして、

→従来比５０％以上の消費電力削減を実証

→データセンタ・サーバシステムトータルとして

データセンタ年間消費電力量３０％以上削減

最適抜熱方式の検討とシ
ステム構成の開発

【抜熱】

・高効率冷却システム技術に必要な基盤技術

を開発して、

→データセンタ及びサーバの空調・冷却消費

電力５０％以上削減を検証

・データセンタ及びサーバにおいて最適抜熱方式を

用いた高効率冷却システムの完成

→データセンタ・サーバシステムトータルとして

データセンタ年間消費電力量３０％以上削減

データセンタの電源システ

・最適直流化を可能とする電源システムおよび

サーバの情報処理量と消費電力量の測定技

術 電源負荷状態に応じて電源とサ バを

・データセンタ及びサーバ電源システムの最適直流

化技術、アダプティブマネージメント技術を確立し、

その省電力特性と実用性を実証ムと最適直流化技術の開
発

【電源】

術、電源負荷状態に応じて電源とサーバをコ

ントロールする技術を開発して、

→データセンタ及びサーバ電源の消費電力

２０％以上削減をモデル検証

その省電力特性と実用性を実証

→データセンタ・サーバシステムトータルとして

データセンタ年間消費電力量３０％以上削減

データセンタのモデル設
計と総合評価

【データセンタモデル】

・データセンタ・サーバシステムトータルの省エ

ネルギー性を評価できる指標の確立

・エネルギー利用最適化が図れる次世代デー

タセンタ・サーバシステムの最適配置、シス

テム、インフラの基本設計

・上記３つの開発項目の成果を統合し、データセン

タ・サーバシステムトータルとして年間消費電力量

３０％以上削減可能な次世代データセンタ・サーバ

システムの検証モデル設計と試作

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発目標 (ネットワーク側）

研究開発項目 中間目標（平成２２年度） 最終目標（平成２４年度）

ＩＴ社会を遠望した、情報の
流れと情報量の調査研究

・中、長、超長期的な将来におけるネットワー

ク技術や社会ニーズの調査

・中、長、超長期的な将来における省エネネットワー

ク・ルータのあるべき姿を具体的化

Ⅱ-2-116

事業目標に対する研究開発目標

【トラフィック調査】

情報のダイナミックフロー
測定と分析ツール及び省
エネルギー型ルータ技術
の開発

【省エネルータ】

・ネットワーク・ルータの情報量のダイナミック

な観測、予測技術の開発

→ 消費電力モードの切替時間が１ｍｓ

以下で、性能を４段階以上の粒度で

増減可能な転送性能制御技術の確立

・情報量のダイナミックな観測･予測技術、データ流

量適応型性能制御技術の有効性、電力可視化技

術を実証

→ 数秒～数分の短期変動に対応し、消費電力

モードの切替時間が１ｍｓ以下で、性能を

１６段階以上の粒度で増減可能な転送性能制

御技術を確立し、ルータ消費電力３０％以上削

減を実証

社会インフラとしてのネット
ワークのモデル設計と総
合評価

【ネットワークモデル】

・消費電力最適化を図るネットワークアーキ

テクチャー技術の確立に向け、ネットワーク

トポロジの策定、システム構成機器の機能

分担の最適化などネットワーク・ルータシス

テムのモデル設計

･上記２つの開発成果を統合し、ネットワークとルー

タシステムトータルで消費電力の最適化が可能な

アーキテクチャーを構築し、ネットワーク・ルータ

システムの評価モデルを開発

→ ネットワーク・ルータにおける年間消費電力量

３０％以上削減のモデル検証



グリーンＩＴﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（中間評価）分科会
資料６－１

9

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発計画と予算

平成20 平成21 平成22 平成23 平成24

サーバアーキテクチャ

①データセンタ ﾓﾃﾞﾙ検証要素技術開発 ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ ﾓﾃﾞﾙ設計 実用化検討

構造検討

下段：委託研究費 （単位:百万円）中間評価

Ⅱ-2-117

要素1次試作 要素2次試作 統合試作、検証

0 75 60

56 97 61

0 350 280

49 110 156

46 106 59

電源

サーバアーキテクチャ

ストレージシステム

グリーンクラウド

抜熱

抜熱

基本設計 試作/評価 1次試作 試作､試作改良/評価

統合理論検証 機能改善

実証基本設計 試作/評価

基礎検討 性能検討

基本設計 統合実証

システムとして
の実用化検討

中間試作、実装

試作 実用化検証 DC省エネ検証

基礎検討 仕様策定 試作機開発 試験/改良 効果検証

ｽﾃｰｼﾞｹﾞｰﾄ

採択

0 79 139

51 87 100

70 100 80

765 870 600

トラフィック調査
ネットワークモデル

省エネルータ

電源

データセンタモデル

②ﾈｯﾄﾜｰｸ、ﾙｰﾀ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ検討 要素技術開発 モデﾙ設計 システム設計 システム検証

技術調査 基礎検討 動作検証 環境構築 効果評価

アルゴリズム開発 試作 試作改良 最終試作

指標調査 設備調査・指標プロト 参照モデル 評価環境構築 実測・評価

基礎検討 機

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発実施体制（データセンタ側）

PL 松井（産総研）NEDO
SPL橋本(NEC) SPL西川（富士通）

【抜熱】 【ｻｰﾊﾞｱｰｷﾃｸﾁｬ】 【ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽﾃﾑ】 【電源】 【ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀﾓﾃﾞﾙ】【ｸﾞﾘｰﾝｸﾗｳﾄﾞ】開発項目：

Ⅱ-2-218

日本電気 富士通日本電気
ＮＴＴ
コム

ＩＩＪ
ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ＮＴＴ
ﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞﾞ

三菱電機

データセンタストレージ
サーバ

ＳＯＨＫi 日本電気

空調

電源

産

産総研

ｲ ｼｮﾝ

産総研

筑波大

長崎大学
(共同実施)

九州大

産総研

宇都宮大 名古屋大
(共同実施)

学

産総研
（再委託）
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発実施体制（ネットワーク側）

PL 松井（産総研）NEDO

SPL西村(日立) SPL林（ｱﾗｸｻﾗ）

開発項目：

Ⅱ-2-219

【トラフィック調査】【省エネルータ】【ネットワークモデル】

日本電気 アラクサラ

日立

ﾈｯﾄﾜｰｸ網

ルータ
ＮＷ機器

産

開発項目： 【 ラ ィック調査】【省 ネル タ】【ネットワ ク デル】

横河電機

九工大
(再委託)産総研 産総研

名古屋大

学

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

有識者有識者 実施者実施者 PL、サブPLPL、サブPL ＮＥＤＯＮＥＤＯ

研究開発の運営管理

技術委員会 ６回

技術委員 よる開発技術成果や進捗状況など確認

研究開発を推進するための委員会など

Ⅱ-2-320

技術委員による開発技術成果や進捗状況など確認
• 研究開発進捗、目標達成度の確認

実用化検討など出口戦略の確認
• 知財、標準化、事業化など共通課題

専門家による助言、アドバイスの実施
・技術レベルや動向の見極めなど

現地委員会 ２回

ＰＬ，ＳＰＬ会議 ３回

グループ会議 ＤＣ側6回 、ﾈｯﾄﾜｰｸ側4回

・予算配分等見直し
・実施計画の修正
変更

有識者委員会 電源

実施者側で実施
・有識者からの助言、アドバイス

開発項目ごとに実施
・共通課題や評価法の共有化など 年度実施方針策定

定期的ヒヤリング （契約延長手続き時）

進捗確認と実施計画内容の見直し、変更

グル プ会議 ＤＣ側6回 、ﾈｯﾄﾜ ｸ側4回
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

研究開発の運営管理（ＰＬ、ＳＰＬの役割）

内容 主な項目

指示・協議

NEDO
PL SPL

実施

機関

各種関係会議における研究進捗の把握

開発手法や評価法などの技術指導

Ⅱ-2-321

研究開発実施における

・技術目標の更なる詳細化
・研究手法の具体的内容
・研究開発の方向性
・技術目標の見直し

に関する項目

開発手法や評価法などの技術指導

技術レベルや進捗状況のＮＥＤＯへの報告

必要な施策等のＮＥＤＯへの具申 PL補佐

プロジェクトに関する情報発信 ＊)

技術情報や企業戦略等の守秘

担当研究開発現場における研究進捗管理

グループ会議における情報提供・共有化

実用化検討やビジネス出口戦略の共有化

基本計画、実施方針に基づく 事業計画の策定、変更基本計画、実施方針に基づく
・適切な実施体制の構築、
・予算確保と適切な予算配分
・成果の評価等
・プロジェクト運営管理

に関する項目

事業計画の策定、変更

必要予算の確保と適切な配分

適切な実施体制の構築

ＰＬ、サブＰＬ会議の招集、推進

実施機関が管理する項目

所属研究者の選任、変更

知的財産権の取得・管理 報告のみ

論文投稿・発表の管理

＊)：外部発表(松井ＰＬ)：グリーンIT推進協議会技術検討委員会(2009年9月）、CEATECジャパン(2009年10月)

グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

情勢変化への対応

抜熱に関して、異なる原理、方式等の
提案があり、その性能や機能等が実証
されておらず、それらの優劣が明確に
なっていない状況への対応

ステージゲート方式の導入

「第１ステージ」（平成20年度）と「第２ステージ」
（平成21～24年度）に分け、

【第１ステージ実施 ： ５グループ】
↓ 絞り込み評価

対応１

Ⅱ-322

なっていない状況への対応 ↓ 絞り込み評価
【第2ステージ実施 ： ２グループ】

・プロジェクト開始時に、開発すべき技術
や省エネアーキテクチャがまだ非顕在化
している状況への対応
→ 開発項目に関する調査

・急激な社会環境やＩＴ環境変化への対応
→ クラウドコンピューティングへの対応

調査研究の実施 （平成20年10月～平成21年3月）

① データセンタ及びサーバの電源システム最適直流化、
直流を利用する上での信頼性・安全性確保に必要な
要素技術に係る調査研究

② サーバにおける情報と電力のダイナミックフロー観測
技術、電源のアダプティブマネジメントの要素技術
及び電源システムの最適設計に係る調査研究

③ 将来の進化を想定した低消費電力アーキテクチャー
に係る調査研究

対応２

平成20年度 平成21年度 平成22年度

対応①

ｽﾃｰｼﾞｹﾞｰﾄ方式

対応②

調査研究

項目の追加実施

に係る調査研究

研究開発項目の追加実施 （平成21年５月）
→ 実施機関を追加公募

◇ 将来の進化を想定した低消費電力アーキテクチャ
の開発

◇ クラウド・コンピューティング技術の開発
◇ データセンタの電源システムと最適直流化技術の

開発

採択 絞込

調査
採択 採択

工程表

第１ 第２ステージ(2社）

追加実施
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グリーンネットワーク・システム技術開発プロジェクト 中間評価分科会（2010.07.23） 事業原簿 公開

情勢変化への対応（ステージゲート）

抜熱開発項目名 実施機関 概要

データセンタ向け
ポンプレス水冷シ
ステムの開発

三菱電機

冷却用の駆動電源無しに電源、無停電
電源装置等からの発熱を直接室外へ放
熱する熱輸送冷却システムの開発

結果

終了

（H20年度）

Ⅱ-323

ステムの開発

気化冷却システム
及び自然熱利用
省エネ空調システ
ムの開発

日立製作所
日立プラント
テクノロジー

気化熱を利用して機器内を冷却。サーモ
サイフォン現象を利用して、ＩＴ機器から
の排熱を、動力を使わず冷媒の自然循
環によって外気に放出するシステムの開
発

冷却ネットワークと
ナノ流体伝熱によ
る集中管理型先進
冷却システムの開
発

産総研

(株)ＳＯＨＫｉ

九州大学

宇都宮大学

高性能ヒートスプレッダ技術、単相流およ
び沸騰２相流による冷却技術、プラグイ
ン式冷却技術、ナノ流体による伝熱促進
技術を組み合わせた高効率冷却システ
ムの技術開発

終了

（H20年度）

継続

抜熱評価委員会
（平成２１年１月）

評価項目

１.テーマの位置付け・必要性

２．研究開発マネジメント

３．研究開発成果

４．実用化の見通し発

吸着式冷凍機によ
る廃熱利用冷却シ
ステムの開発

富士通

名古屋大学
（再委託）

サーバー廃熱を吸着式冷凍機でリサイク
ル利用して冷熱を製造／利用し、空調電
力を削減する廃熱利用冷却システムの
開発

集熱冷却システム
の開発

日本電気

ＩＴ機器内／外への熱輸送に相変化冷却
を利用し、ＩＴ機器冷却に用いられるファン
風量を低減させデータセンタの冷却電力
を削減する技術を開発

終了

（H20年度）

継続


